
少子化に関する調査結果について 

平成１２年２月２５日 
保健福祉局児童家庭部 

はじめに  

近年，子どもや家庭を取り巻く環境には大きな変化がみられ，それとともに札幌市の

出生数も年々減少し，合計特殊出生率も低下傾向にあります。そこで，昨年，今後の本

市の少子化への基本的考え方をまとめるための基礎的資料とするため，結婚，子育て，

少子社会への意識，少子化対策への期待度などに関する市民アンケート調査を実施しま

した。 

調査は「市民全体調査」と「若年層調査」の２種類を並行的に実施し，「市民全体調査」

では，幅広い年齢層における意識・意見を収集し，年齢・世代による差異を明らかにす

ることに重点を置き，「若年層調査」では，今後の少子社会の動向に大きな影響力を持つ

若年層について，より詳細に意識・意見を収集することとしました。 

以下は，主要な内容について取りまとめたものです。 

 

調査種別 市民全体調査 若年層調査 

調査対象 20 歳以上 69 歳までの男女 20 歳以上 34 歳までの男女 

調査対象数 ３０００人 ３０００人 

実施時期 平成 11 年８月 27 日～９月 10 日 

有効回答数 ９１０人（有効回答率：３０．３％） ７５５人（有効回答率：２５．２％）  

調査方法 層化二段無作為抽出法／郵送法 

設問数 約３０問 約５０問 

※ 以下，アンケート調査の回答率は小数点以下を四捨五入して表示 

 
第１ アンケートの回答状況 
１ 家族・家庭に関する全般的意識について（市民全体・若年層調査） 

 １４項目について賛否を問いかけたところ，次のように，若い世代に伝統的な価値

観にこだわらない傾向が顕著な結果となった。 

(1) 肯定的意見（「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」）が多数を占めたのは， 
「結婚は個人の自由なので，してもしなくてもよい」     （市 79%/若 93％） 
「国や自治体が支援して，社会全体で子育てを支えていく必要がある」（市 82%/若 95％） 
「子どものことも大事だが，自分自身の生活も大事にしたい」 （市 81%/若 86％） 
「結婚しても，必ずしも子どもを持たなくてもよい」     （市 65%/若 76％） 
「未成年の子どもがいても，事情によっては離婚もやむをえない」（市 71%/若 76％） 
なお，男女の間では，「未成年の子どもがいても，事情によっては離婚もやむを得
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ない」，｢親が仕事や自分の生活を大事にするために，子育て支援サービスを活用

することはよい｣，「結婚しても，必ずしも子どもを持たなくてもよい」などを女

性の肯定する割合が高くなっている。 
(2) 否定的意見（「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」）が多数を占

めたのは， 
「結婚したら，女性は家事・育児に専念した方がよい」    （市 59%/若 71％） 
「結婚しないで，子どもを持ってもかまわない」       （市 67%/若 57％） 
 

２ 未婚者の結婚の意向（若年層調査） 
「いずれは結婚したい」（50％），「戸籍上の結婚にこだわらないが，パートナーは

欲しい」（13％），「できればすぐにでも結婚したい」（11％）の３つを合わせた「結婚

（パートナー）志向派」が 74％。「それほどしたくないがいずれは結婚するだろう」

（17％）の消極派を含めると 91％が「結婚の意志」を持っており結婚志向は強い。 
「できれば結婚はしたくないし，パートナーも欲しくない」（５％）と「一生，配偶

者もパートナーもいらない」（２％）を合わせた「結婚否定派」は７％にとどまってい

る。 
３ 女性のライフコース（若年層調査） 

札幌の未婚女性に聞いた，女性の理想の生き方としては，「結婚・出産の機会にいっ

たん退職し，子どもが大きくなったら再び仕事を持つ」の「再就職コース」が 54%と

過半数に支持されている。｢結婚するが子どもを持たず一生仕事を続ける｣と｢結婚し子

どもを持つが一生仕事を続ける｣は合わせて 23%となっている。 
札幌の男性が考える「女性の理想の生き方」も「再就職コース」が 48%と過半数に

近く，｢一生仕事を続ける｣は 21%となっている。 
 
４ 子育ての意義やメリット（市民全体調査・若年層調査） 

賛成の割合が高かったのは，「子育てによって自分も成長できる」(市77％/若82％)，
「家庭が明るくなる」(市64％/若64％)，「夫婦，家族の絆が強くなる」(市57％/若68％)，
「次の社会を担う世代をつくる」(市 52％/若 32％)，「子育ての楽しさを味わえる」(市
50％/若 48％)の５項目 

「将来，経済的援助が期待できる」(市 2％/若 2％)は低率にとどまった。 
 

５ 子育てのつらさについて（若年層調査） 

「楽しいと感じるときもあればつらいと感じるときもある」（58％）と答えた人が

最も多く，次いで，「楽しいと感じるときの方が多い」の 30％。 
「つらいと感じるときの方が多い」は 5％。             
具体的なつらさについては，「子どもの相手には体力や根気がいる」（65％）と「自
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分の自由な時間がなくなる」（61％）に集中している。 
以下「自分のペースで家事などができなくなる」（46％），「子どもの将来の教育に

お金がかかる」（38％），「子どもを連れて外出するのが大変」（37％），「子育てのス

トレスを解消する場がない」（30％）と続く。 
女性の回答で「思ったように働けない」(男 9%:女 27％)と「ストレス解消の場がな

い」(男 3%:女 36％)が高いことが特徴的 
 

６ 「札幌市は子育てのしやすい環境か」（市民全体調査・若年層調査） 

「そう思う」(市 20％/若 6%)，「まあそう思う」 そう思う

まあそう思う

あまりそう思
わない

全くそう思わ
ない

わからない・
不明

(市 44％/若 41%)で，両者を合わせた肯定派が 
63％と 47%。 
「あまりそう思わない」(市 22％/若 31%)と 
「全くそう思わない」(市 3％/若 5%)を合わせ 
た否定派は 25％と 36%。 
 （外：市民全体／内：若年層） 

７ 札幌市の少子化に対する認知度（市民全体調査） 

よく知ってい
る

ある程度
知っている

知らなかっ
た

「よく知っている」(22％)と「ある程度知って 
いる」(51％)を合わせた 73％が「知っている」で， 
「知らなかった」は 25％。40 歳代以上の認知度 
が高くなっている。 
 また，「知っている」派は，男性の 65%に対して 
女性は 78%と女性の認識度が高い。 
 

８ 「少子社会」に対する問題意識（市民全体調査） 
非常に問題で
ある

多少は問題で
ある

特に心配する
必要はない

むしろ望まし
いことである

わからない・
不明

少子社会は「非常に問題である」(46％)と「多 
少は問題である」(41％)を合わせた「問題あり」は 
は 86％にのぼり，「特に心配する必要はない」と 
「むしろ望ましいことである」は合わせて７％に 
過ぎない。 
「問題あり」とする人の割合は，性別や年代によ 

る差は少ないが，「非常に問題」とする人の割合は 
年齢とともに高くなり，20 歳代の 40％に対して 60 歳代では 56％に達している。 

 
９ 札幌市の出生率低下の背景要因（若年層調査） 

「大都市であるため，地価・家賃が道内でも高く，若い世代が持家を持ちにくいな

ど住宅環境などに制約があり，近郊へ人口が流出する傾向にあるため」（39％），「札
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幌は本州に比べて，家制度のしがらみが薄く，結婚や子どもを持つことについて，周

囲があまり強く勧めたりしないため」（31％），「札幌は核家族の割合が高く，親や兄

弟姉妹など身内が同居したり近隣に住んでいる場合が少ないため，子育てに対して身

内の支援を得にくいため」（26％），「転勤族など非定住者の市民が比較的多く，家族

に関する価値観も多様であるため」（23％）の順となっている。 
 

 

0 20 40 60

わからない･不明

その他

積雪寒冷地で身体的
精神的負担が大きい
若い世代が近郊へ流
出
非定住者が多く，価値
観が多様
子育てに身内の支援を
得にくい
家制度のしがらみが薄
い

 
 
 
 
 
 
 
 

10 子育て支援に対する行政サポートの必要性（市民全体調査・若年層調査） 
若年層調査では，「現状では非常に不足してい 

るので，早急に力を入れるべき」の 41％が最も 
高く，「現状ではやや不足していると思うので， 
今後充実が望まれる」（35％）と合わせ，支援策 
支持派が 76％と多数を占める。 

市民全体でも，「現状ではやや不足していると 
思うので，今後充実が望まれる」が 36％，「現状 
では非常に不足しているので，早急に力を入れる 
べきである」は 28％。合わせて 64％が行政の支  （外：市民全体／内：若年層） 

非常に不足

やや不足

現行以上の
充実は必要な
い

他に優先すべ
き施策が多い

わからない･
不明

援策の必要性を感じている。 
「現行以上に充実が求められているとは思わない」(5％)，さらに支援策に否定的な

「他に優先すべき施策が多いので，子育て支援策は力を入れなくてよい」は 9％に過

ぎない。   
 

11 少子化対策の推進主体（市民全体調査） 
国が積極的に推進

自治体が積極的に推進

行政全体で積極的に推進

必ずしも行政が推進すべきでない

行政の少子化対策には反対

わからない･不明

「国，自治体を問わず，行政 
全体で，積極的に推進すべきで 
ある」が 36％で最も高く，次に 
「国よりも，身近な行政である 
自治体（札幌市）が積極的に推 
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進すべき」(23％)，「国が積極的に推進すべき」(9％)となっており，何らかの形で自治

体（札幌市）の取組みを求める意見が約６割を占める。 
一方で，「国，自治体を含め，必ずしも行政が積極的に推進するべきとは思わない」

は 11％，「国，自治体を含め，行政が少子化対策を行うのは好ましくない」は４％と

行政の関与に否定的な意見は 15％に過ぎない。 
 

12 出生率上昇のために効果があると思われる施策（市民全体調査・若年層調査） 
市民全体調査でのトップは「出産手当や児童手当を増やす」の 46％。以下，「教育

費・住宅費・衣食費などを補助する」（37％），「保育施設の数を増やす」（34％），「保

育施設の保育時間を長くする」（31％），「保育施設などの保育料を補助する」（31％），

｢育児休業を取りやすい雰囲気づくりを推進する｣（30％），「短時間気軽に預けられる

保育施設を増やす」（30％）が３割以上の支持があった。 
このことは，若年層調査でも同様の傾向を示しており，結果として，子育てに伴う

経済的負担の軽減と保育施策の充実が上位を占めた。 
 
（市民全体調査） 

出産手当・児童手当の増額 46% 子どもがのびのび遊べる場 20% 
教育･住宅･衣食費等の補助 37% 男性の家事・育児への参加啓発 18% 
保 育 施 設 数 の 拡 大 34％ 労 働 時 間 短 縮 の 推 進 15% 
保育施設の保育時間の延長 31% 出産･子育ての相談窓口整備 13% 
保 育 料 の 補 助 31% 少年期からの性教育の推進 13% 
短時間気軽に預けられる保育施設 30% 都 市 環 境 の 整 備 10% 
育児休業を取りやすい雰囲気づくり 30% 子育てﾍ ﾙ ﾊ ﾟ ｰ ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽの実施 10% 
柔軟な勤務体制の導入促進 28% 地域の子育てネットワークづく

り 
9% 

育 児 休 業 制 度 の 充 実 28% パートーとの出会いの場づくり 3% 
良 質 で 安 価 な 住 宅 の 提 供 20% そ の 他 3% 
 

（若年層調査・上位 20 項目） 

子育てに伴う経済的負担への助成 96% 長 時 間 保 育 施 設 の 拡 充 86% 
教 育 費 の 軽 減 95% 育児休業期間の長期化･弾力化 84% 
育 児 休 業 後 の 前 職 の 保 障 92％ 子どもが病気のときの保育受入施設の拡充  81% 
育児休業中の賃金保障率の引き上げ 91% ゆとりある学校教育の推進 80% 
保 育 料 の 軽 減 90% 幼稚園での預かり保育の促進 77% 
良 質 で 安 価 な 住 宅 の 提 供 89% 保 育 所 待 機 児 童 の 解 消 76% 
子どもが病気のときの看護休暇 88% 子連れで外出しやすい街づくり 74% 
男女とも育児休業の取りやすい環境づくり  88% 各種情報の提供 ･相談機能 74% 
職 場 内 保 育 所 の 設 置 拡 充 87% 障害児と家族への支援強化 74% 
乳 児 保 育 施 設 の 拡 充 87% 親が病気のときに子どもを預けられる施設  74% 
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第２ 総合的分析 
横浜市の「少子社会政策課題調査」市民アンケートをはじめとする各種調査との比

較により，今回の調査結果を検討すると， 

１ 少子社会への問題意識 
世代間の差異が大きく，60 歳代男性を筆頭に戦前・戦中の出生率の高い時期に生ま

れ育った世代に，少子化傾向への違和感が強い。また，結婚・子育ての年齢層では，

経済面での余裕のなさが目立ち，少子化の背景にも「地価・家賃の高さ」が上位に挙

がるなど，経済的側面が出生率のネックと受け止められている傾向が強い。 
少子化は子どもの成長に対する悪影響や地域の活力の喪失と受け止められる傾向が

強く，女性の社会進出の進展に伴う過渡期的現象とのとらえ方は希薄となっている。 
 

２ 結婚に関する問題の所在 
横浜市との対比で札幌市は結婚を家よりも個人の結びつきととらえる傾向が強いが，

「結婚しても必ずしも子どもを持たなくてもよい」を肯定的する割合が高いのも，こ

うした傾向の表れと考えられる。伝統的な結婚観からの自由度の高さは性別役割分業

にとらわれないこととも関連していると考えられる。  
独身男性に対する親や職場の結婚プレッシャーは弱い傾向が見られる。 
さらに結婚相手の条件は，男女とも「人柄」が１位で，以下，男性は「容姿」，「共

通の趣味」，女性は「経済力」，「職業」と続くのは共通の傾向である。 
 

３ 子育てに関する問題の所在  
経済面，精神面，体力面で余裕がないという消極的な理由で，子育てに敬遠的にな

る人が多く，横浜市に見られるような，自分自身の仕事や余暇を積極的に享受したい

からという前向きな理由により負担感を感じる人は少ない。 
一方で，「乳幼児期の子育ては母親だけがするのでなく保育士などに預けてもよい」

や「親が仕事や自分の生活を大事にするために，子育て支援サービスを活用すること

はよい」との考えを肯定する割合が高く，保育園や地域の子育て支援サービスの利用

については積極的で，子育てを個人的なことに留めず，地域社会のネットワークで支

えていこうとする姿勢が見られる。 
子どものいる女性の就業継続に必要な改善点では，男性側は職場の理解や勤務体制

を重視するのに対し，女性側は専業主婦層でも保育施設の不足を重視しており，認識

にずれが見られる。 

 
４ 家族・家庭に関する問題の所在 

「未成年の子どもがいても，事情によっては離婚もやむを得ない」という考え方を
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肯定する割合が高く，個人同士の結びつきに基づく，比較的ドライな家族観が定着し

ている。その一方で，親戚関係のつながりが弱いため，介護や子育てなどで家族内で

悩みを抱える可能性が高いと考えられる。 
 

５ 出生率低下の要因 
横浜と比較すると，女性の社会進出や価値観の多様化に関する認識は共通している

が札幌では特に「経済的負担の大きさ」が横浜よりも重視されている。 
若年層全体の傾向では，子育てに対して「体力・時間の消耗」など精神的・肉体的

なつらさに直面しているとの印象を持っている一方で，経済的な支援の拡充について

も切実な要望となっている。 
 

６ 対策検討へのポイント  
調査結果を総合的に踏まえた，政策検討に向けてのポイントとしては， 

(1) 「問題意識（を持つ）層」（＝中高年層）と，「（出生率上昇に直接関係する）当

事者層」（若年層）の２つの層を対象者として認識し，問題意識層への対処について

も検討の余地がある。 
(2) 子育てを地域あるいは行政の手を借りて支えていくことについて札幌市民は前

向きであり，子育て支援策の不足感も強い。地域社会で子育てを支え合うという考

え方に基づき，行政は支援策の開発を積極的に進めていくことが望ましいと考えら

れる。 
(3) 結婚に関する行政サポートへのニーズは子育てほど強くないが，結婚観の男女差

は際立っており，「婚姻率を上げる」という目的以前に，個人が性差に拘束されるこ

となく，自らの能力を発揮できる社会を形成するとの共通の価値観を形成していく

など，社会全体の意識改革を行うことにおいては，結婚に関する行政サポートの意

義があると考えられる。 
(4) 総合的に見ると，子育て世代を中心に経済的支援と保育施設の整備に対する要望

が強く，これらを優先課題と位置づけることができる。 
 

７ 具体的に検討を加えるべき施策に対する考え方 
(1) 基本課題としてのジェンダー・バイアスの除去 

結婚による負担やリスクが男女で平等に担われていない現状を是正し，女性が結

婚に踏み切りやすい条件を整えるためには，社会のジェンダー・バイアス（社会的・

文化的な性差に基づく不利な偏り）を除去する施策が必要であると考えられる。 
男女間の意識ギャップを埋めるための男性啓蒙施策を，例えば生涯学習・共同参

画部門で展開したり，仕事と結婚・子育ての両立支援のための諸施策として，男性

の生活・家事能力の向上のためのプログラム，時間的余裕を作り出すための新しい
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働き方の提案，女性の再就業，職業選択の幅を広げるための税制改革や労働慣行の

是正などに取り組む諸施策が考えられる。 
(2) 子育て支援策並びに子どもと子育て中の親に関する施策 

国や自治体による子育て支援策への市民の要望には強いものがある。 

出生率の上昇に対する効果予測の観点から，具体的諸施策を挙げてその評価を尋ね

た結果では，経済・雇用環境分野の施策に市民の評価が集中している。 

このうち，経済的な支援については，直接的な金銭給付を筆頭に，保育料・教育

費・住宅費など多方面に及んでいる。経済的支援策の実施については困難が伴うこ

とも予想されるが，保育・教育・住宅・医療等の各局面に応じてどの様な支援が最

も効果的なのか具体的に検証する必要があると考えられる。 

子育て中や子育て後に就業を希望する女性が多いことから，これらの女性に対し

て就職支援策を行っていくことも必要であると考えられる 
したがって，就労意欲の高い女性を支援するために，保育所の量的・質的拡充を

求める声が多いが，その他にも，子育て中の男女に対する職場理解の促進とともに，

札幌市としても，子育て中や子育て後の女性が就業する機会となるような在宅勤務

をはじめとする多様な就労条件に対応する雇用機会を創出することも含め，札幌市

全体の雇用機会の拡大を図ることが必要であると考えられる。 
市民全体調査でも若年層調査でも，保育施設数の拡大，保育時間の延長，事業所

内保育所の設置，乳児保育の拡充，病（後）児保育の拡充などが上位を占めており，

これらと並んで，育児休業を取りやすい雰囲気づくり，柔軟な勤務体制の導入，育

児休業制度の充実，復帰時の前職の保障，子どものための看護休暇なども上位を占

めている。 
また，施策内容には男女の間で開きがあり，女性では保育施設の拡充，保育時間

の延長，一時保育の拡充，男性の家事・育児への参加啓発，育児休業を取得しやす

い雰囲気づくりへの期待が高いのに対して，男性はもっぱら経済的負担の軽減に集

中している。この差については，性別役割分業意識から男性が完全に脱しきれてい

ないこと，家事や育児に対する関与度がまだ十分と言えないことなどによる差に基

づくものと推察されるが，そうした男女間の意識や現実を埋めていく施策について

も検討していく必要があると考えられる。 
なお，施策の検討にあたっては，子育て当事者である女性と男性との差異に着眼

することも有効であると考えられる。 
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